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事務局よりのおねがい 

1. 会費納入のお 願い 
当学会員の会費は 年度始めに納入することになっています。 会費の納入は 日本学 
会事務 セ ソタ 一 より配布される 振込通知書を 御利用になり ，会費の納入に 御協力下 

さい。 

学会費を 3 年間滞納されますと 自動的に退会の 手続きをとらせて 頂きます。 尚 ， 

その際滞納分の 会費を御支払い 頂くか送付済 め DGD を返して頂きます。 やむなく 
退会を希望される 方はその官学会事務局もしくほ 日本学会事務センタ - に 届出て下 

さい。 

2.  現在 DGD の基金を募集中です ( サーキュラ ー No.22 参照 ) 
1  口 1.000 円 (U 入句 目 でも 可 ) 
払込先 郵便振替 東京 0 一 8 1 6 5 1  日本発生生物学会 

( 振替用紙の裏 面に "DGD 基金 " と記入して下さい ) 

3.  サーキュラ ー への投稿おねがい 

学会員相互の 交流のためいろいろな 話題をお よせ 下さい。 学問上のこと ( たとえ 

ば ，意見の交流を 求める話題の 提供， ト " ビクスの紹介，国際会議の 様子，など ). 
研究室の紹介，学会への 意見などいろいろあ ると思います。 ふるって投稿して 下さ 
い。 

なお，原稿は 事務局庶務幹事あ て， お 送り下されば ，幸いです 0   

賛助会員 

株式会社 小澤製作所豊田営業所 
〒 471  豊 田 市 区 大 町 5 一 27 一 4 

賛助会員 

株式会社 柴屋理化岡崎営業所 
〒 444 岡崎市大西町宇宙 ケ原 12 一 219 

賛助会員 

ア ロ カ 株 式 会 社 
〒 18i 東京都姉鷹市牟礼 6 丁目 22 番 1 号 



  

  

1.  役員選挙の結果 

(1)  第 7 回会長選挙 

10 月 31 日締切の第 1 次投票を 11 月 1 日に開票した 結果，岡田節人氏が 過半数の票を 得て，前 

回にひきつづき 会長に決定しました。 結果は次のとおりです。 

投票総数 104   当選 岡 田 節 人 

次点 団 勝 磨 

C2)  第 7 回運営委員選挙 

ml 月 1 日に開票の結果，次の 方々が運営委員に 決定しました。 

投票総数 104 C 五十音順 ) 

天 野 実 ( 広島大・総合科学 ) 

石 崎 宏 矩 ( 名犬・ 理 ・ 生 ) 

江 口 吾 朗 ( 名犬・ 理 ・分子生物 ) 

岡 田 益 吉 ( 筑波大・生物科学系 ) 

岡 田 善 雄 ( 阪 大徹所・防疫 ) 

片 桐 千 明は ヒ大 ・ 理 ・ 動 ) 

酒 井 彦 一 ( 東大・ 理 ・ 生 ィの 

塩 川 光一郎 ( 九天・ 理 ・ 生 ) 

鈴 木 義 昭 ( 基礎生物学研・ 細胞分化 ) 

竹 内 郁 夫 ( 京人・ 理 ・ 植 ) 

平 本 幸 男 ( 東工大・ 理 ・ 生 ) 

星 元 紀 ( 北天・低温科学研・ 生仏 ) 

水 野 丈 夫 ( 東大・ 理 ・ 動 ) 

毛 利 秀 雄 ( 東大・教養・ 生 ) 

次点 杉 山 勉 ( 遺伝 研 ) 

竹 市 雅 俊 ( 宗太・ 理 ・生物物理 ) 

樋 渡 宏 一 ( 東北大・ 理 ・ 生 ) 

第 7 回選挙管理委員会 

2.  次期会長あ いさつ 

今回の選挙により ，私は再び会長の 任に選ばれることとなりました。 心から光栄に 感じ，学会 

のために精一ぱい 努めさせて頂きます。 今後とも，会員各位のごべん 達 と御批判を仰ぎたく ， 宜 

しくお願い致します 0 

或は私個人の 私見かとも思いますが ，発生の学問は 一時期，新知見は 増加すれども ，いささか 
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中心点を欠いた 敬 さんな状態にあ ったのではないでしようか ワ しかしながら ，ここ 10 年とはい 

いません，ここ 5 年間に発生生物学は 新しい学際的体制をふまえて ，従来なかった 幅の広さをも 

ち，しかも発生研究固有の 問題へ充実感をもって アプ p- チを 初めた感があ るように思います。 

ヒ のような時期にあ たり日本発生生物学会の 代表者としての 責任は痛感しておる 次第であ りま 

す 。 

前回，会長に 選ばれました 際 ，現在の発生生物学の 研究の進展に 応じて，学会のあ り方の「 学 

際 化」と「国際化」を 積極的に進めたいというような 気持を書きました。 一朝一タにしてみるべ 

き成果も挙がらぬことであ りましょうが ，この線に沿って 微力をづくしたい 考えです。 また，学 

会の 10 年目の反省の 際にもられた 諸点は学問の 進みとよく呼応したものが 多々あ り，常に留意し 

実現をはかって い ぎたいと思っております。 

  

何卒，宜しくお 願い申上げます。 

私は現在 DGD の編集主幹を 兼 力 a ており，この 方は， 1980 年をもって任期を 終了します。 是非 

新しい主幹の 方のもとでの 奔 れた雑誌運営を 行なって頂きたいと 考え，かねてより 編集委員会， 

運営委員会の 方々の御意見を 頂いてきました。 ところが， 御 承知のように 最近雑誌の事業をかな 

り拡大したことであ り，多少の定着をみるまでは 今のままっというお 考えもあ り，急いで主幹を 

変えることは 新しい主幹はもとより 投稿者に 御 迷惑をおかげするおそれもなきにしもあ らずとい 

5 現状にあ ると思われますので ， 1981 年は特例的に 私が引き続いて 責任をもち， 1982 年をもって 

交代するという 原案で次回の 運営委員会におはかりする 所存であ ります。 会長と編集主幹の「 二 

足のわらじ」は 許さるべ き もないことを 承知しながら ，このような 処置をとりたいと 希望します 

現状を御諒承頂きたいのであ ります。 

学会事務幹事につきましては ，加藤淑 裕氏 ( 三菱生命 研 ) に長年お世話になり 非常な 御 尽力を 

頂きました。 今回， 1981 午からの幹事を 水野丈夫氏 ( 東大・ 理 ・動物学 ) に 御 依頼しましたとこ 

ろ御侠 諸を頂きました。 この際，会員各位と 共に，加藤氏に 対しましては 長年の御尽力仁心から 

謝意を表し，水野氏には 大任をお引受け 頂ぎましたことを 深く感謝する 次第であ ります。 

学会会長 岡 田 節 人 証 

3.  第 14 回大会の御案内 

第 14 回大会は昭和 56 年 5 月 12 ( 火 ), 13 ( 水 ), 14 ( 木 ) 日に京都。 m 崎の京都会館で 行なわれ 

ます。 団勝磨 先生の特別講演が 予定されています。 その他に，数名の 方々による神経系の 発生に 

関する宿題討論会が 考えられています。 

また，今回は 会員の方々の 声に応えて，会期中に 明白討議 " の時間を設けたいと 思います。 

コ - オ - ディネ - タ一になってもよいとお 考えの方は ， 奮って御中山下さい。 テ - マとともに 大 

会 委員長まで御連絡下さい。 
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会費は 4,000 円の予定，懇親会は 行いません。 宿 等は次回 (2 月末～ 3 月上旬 ) に御案内致し 

ます。 

日本発生生物学会第 14 回大会準備委員会 

〒 602 京都市上京区河原町広小路 

京都府立医科大学第 2 病理 藤 田 哲 也 

TEI, 07R-2Rl-R322 

4.  国際発生生物学会会議について 

国際発生生物学会 (I SDB) の メ ソバ一には，すでに 通知が届いていると 存じますが，第 9 

回国際発生生物学会議は 別掲のお知らせの 通り 1981 年 8 月 28 日から 9 月 1 日までスイス・バーゼ 

ルにて開催されます。 I SDB の メ ソバ ー 外の方で今後，同会議についての 連絡を希望される 方 

は下記にお申込み 下さい。 今後， Circular などが送られてきます。 

IX Congress of ISDB 

P.O, B0X  141 

CH4007@ BASLE/Switzerland 

同会議の準備 側よ り，会議の開催にっき 欧州， 英 ， 仏 ， 伊 それぞれの発生生物学会に 加えて， 

日本の発生生物学会からの 支援も受けておることをアナウソスメントに 加えさせて欲しいとい 

希望が日本発生生物学会会長に 寄せられ，喜んで 諒承しました。 実際にどのような 方法で支援で 

きるのか，先方からの 希望に応じて 考慮し，可能な 限りの実を挙げたいと 考えております。 

日本からの参加について ，すでに近畿ツーリスト 社がグループ・ノア 一のア ンソジ を企画して 

おります。 I SDB としては遠路ではあ りますが日本からの 多数の参加を 希望しております。 

なお，この際， I SDB のメンバーへの 御 加入のおすすめもしたいのであ ります 0 加入につい 

ては 既 メソバ一の方に 御連絡されれ ば 所定書式にのっとって 推薦の労をとられると 存じます。 直 

接小生に御連絡下さればいつでも 必要手続きをとります。 

岡 田 節 人 ( 京人・ 理 ) 記 
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5. 第 9 回国際発生生物学会会議ニュース (1) 

Ⅰ   TERNATIONAL@ SOCIETY@ OF 

DEVELOPMENTAL@ BIOLOGISTS 

Secretary-@Treasurer,   President ・   7%ferllar@on 磁古 ecre ぬ ry     

MELVINヾPiEGEL A. A. MOSCONA NICOLE´E．OUAR1N 

Dartmouth@College University｛f，hicago Instilut@d ・ Embiyologie@du@CNRS 

Dept.ofB@ologi ㏄ llScien ㏄ s Dept ． of@Bi   logy 4gb@sAve. de ね BeUeGabr は№ 

HanoVeIlN.H   03755 USA C@ Ⅱ eca 且 o. Ⅱ l   60637 USA Nogent-sur-Marne 94130 Fiance 

August,@ 1980 

N EWS 」姉丁 T 日 R 

ムニ lnounc 土 ng the PRELIM 工 NA 又 y PROGRA Ⅱ 土 o Ⅰ the 

Ⅰ X 七 fh  IN 甲 IER 社屯八 T 工 ON 虹 1% 弟は洲 C 卸 Ⅰ ゴ S 
二三生Ⅰ 身 :  Au 担 ユ % 士 28-Sep 七 g 面 e で l,  1981 Place: I 転 Sel, ㌫は セ ze Ⅰ 工酊 ld 

TOPIC:  皿 ㎎ RY ㎝ 肛 C  D 皿つ PM 皿 WT:  ㎝ M あ 皿の㎝ ユお 
皿 。 輔 Ss ㏄ 煙土 Z エ ng ㎝Ⅱ庄セ C ㏄ 土 。 二七 he ImB ㏄ n 肛 。 SS 土 s ㎝ Ip 。 S ㏄。 土     

M.M K.@ILLMENSEE,@H.@URSPRTOG,@and@R.@WEBER 。 BURGER,@Chairman,@M ・ L ， BIRNSTIEL,@W.J.@GEHRING,@G ． ・ GERISH, 

SYMPOSIA@ include:@ GENE@ STRUCTURE,@AMD@ FUNCTION 
GENETIC@ CONTROL@ OF@ CELL@ DETERMINATION 
DEVELOPMENTAL@ GENETICS@ OF@ HIGHER@ ORGANISMS 
CELL MOVEMENT AND SHAPE 
PL 棚 T DEVELOPM 蛆 NT 
FERTILIZATION OF THE HUMAN EGG IN VITRO 
DEVELOPMENT AND CANCER, etc ， .. 

Ⅰ NVITED SPEAKERS (Pre 工 iminary 工 ist): G. ALBRECHT-BUHLER, M.L. BIRNSTIEL, 
P. CHAMBON, I 。 J 。 F 工 DLER, R. F 工 RTEL, R.A. FLAVELL, D.S. HOGNESS. K 。 Ⅰ LLM 佃 ElNSEE, 
P. KAFATOS, R.G. EDWARDS, P. LAWRENCE, P. LEDER, E.B. LEWIS, A, LOPATA, 
B. P 工 ERCE, L 。 MAASTRO 工 ANNI, D. MIETCALF, J,M. VAS 工 Ll%V, K. WEBER, R 。 ZINKERNAGEL. 

REGULAR SESSIONS and POSTER SESSIONS are also planned ， 
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6 The Jean and Katsuma Dan Fellowship Program (<fe ， 

物科学・ ロ ・国際交流基金 ) の設立計画について (2) 

  

  

前回のサーキ ，ラ ー ( № 36) で詳しく 御招介 致しましたよ う に，現在，生物科学・ ロ ・国際交 

流基金の設立計画が 進められております。 発生生物学会会員の 皆様方には募金の 御塊金を重ねて 

お願い申し上げます。 

生物科学・ ロ ・国際交流基金設立準備日本委員会 酒井 彦 一 

連絡先 〒 113 文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部生物化学教室 

T  E  L  /03)  812 一 2111  円 4396 一 8 

郵便振込 ( 一口 5,000 円 )  は 

( 口座番号 )  東京 5  40494 

( 加入者名 ) 生物科学・ ロ ・国際交流基金 設立準備会 

なお，御参考までに 同計画のために 昨年， PaulGross 教授，井上教授，酒井教授の 3 人連名で 

出されましたアピールの 原文をここに 御招介 致します。 

  
他り 。 后ノの " ぱ '"'" 。 
Ka 柊り ． m@a Da Ⅱ 

ル " れ '"" 。 。 。 mm"'" 。         
H.@ Stanl y@Bennett   
Jack@ R ・ C0li   r                       
M@lvln Sp 婬 つ口   
H.@ Burr@Stsinbach 

H 。 膝 。 W'hi 。 。 Ⅳ 
A け hurWhiI 』 V 
R.@Y@nagimachI   
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Dear@ Colleagues     2  NOvembe て エ 979 

The@ approaching@ anniversary@ of@ the@ death@ of@ Jean@ Dan, 五 r 土 ③ n 「 
and               O  f  S  O  m  a  ny  O  f  U  S  l                 us  圭 h ゑ七ゑ工 as 七土 nq and                         
tribute@ to@ both@ Dans,@ Jean@ and@ Katsuma,@ should@ be@ established@ now, 

while             memory and                     ヱ e 皿 a エ n f ヱ esh and エ Ⅰ℡ @edlateel and 

whi エ e,  happ 土工 yI             ヱ 。 皿 。 。 1""               and                   among  us   

Jean Ued エ CCated he て 二 %fR tn h ごェ dg エ ng 七 wo peop 工 es and cu 二 tlll て Ees   
She dld 七 ha 七 no 七 so much a と a po 土工セエ ca エ o エ p Ⅰ エ nc エ rP 工 e こ an 七 ., bu たて a ヒ he ご 
as 七 he exp Ⅰ eess エ COn of he 工 pe て -sona 土工エ五 eI as w エ五 el nlotrhe 二 ., sclent エ S 七 @ 
and teache Ⅰ． He 正 Ame てエ can o 二工 g エ ns and he て王 onq Ⅰ es エ cdence ェ n Japa コ @ 
he 二 w エ t@ optllm エ ssmI and cou て cage@ wo Ⅰ U.ked toge 七 rhe 二七 o make he Ⅰ ve 工 ty exlst- 
ence a mean エ rng 五 uu 工 accommP 土工 sh 爪 en 七五 0 て o 七 he ヱ peop 工 ee. .So too Ka. 七 ssuma whol 

w ェ th h エ三 Ame Ⅰ 工 can w エモ e and a 五五ェ n エ七エ eK had tn endu ヱ e エ n Japan 七 l,lce da て k 
days o 五 the Pac 二五エ c WarI was ab 工 e to e Ⅲ ee 「 ge 七 %om th 黛 七て 工 a 二 I to 臼 ce 七 rhe ヱ 
w エ七 h Jean@ as a sy 皿 bo 工 o 五 bro 七 hhe て Ihoodl o モ the 七二王Ⅰ mlPh o 五 sclence and 
五 e 土工 owsh エ rP ove Ⅰ the convent エ ons and s 七て uc 七 ures of ho セ fh cu エ七 tu Ⅰ ees   
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Se お廿 1 「 O Eb こ SshW 
Nobuo@Egami   
Yu*o@ Hiramoto 
Noburo@Kamiya   
Yoshihiro@ Kaio 

V ヰ SUl@ Ka 捷 u Ⅳ   
Hide0 M0h 可 
三正 o Nak8no 
T. S. Oka 』 a   

Je こ Ⅱ 's こ nd K8%sum こ 's cont ヱ 土 bu 七土 on, to sc 土 uence き て e ェ n 七 he pu か 
土エ c て eco ヱ cd, エ土 nked and yet ェ ndependen 七エ y st ヱ cong. The ェ 二色 qual エ y sig- 
n ェ五二 can 七 hu 皿 can con ヒニ土 hu 七十 ons a ヱ ee no 七 as Such 七 0 be 五 ound 土 n p ヱェ n 七 ， yet 
as many o 五 us know, those con 七て ェ but 土 ons have a モ上 ec ued 七 o 七 lhe て 土エ vea, ェ n 
わ 0 セ lh coun 七ヱ 土 es, ェ n こ powe ヱ fu 工 and pos ェ七ェ ve way. 

We p Ⅰ oPose, 七 he Ⅰ e 五 o Ⅰ e, to estab エ土 sh w エ七 h t れ e a エ d of an 土 nte ヱ - 
na セエ ona 工 c0 Ⅲ 皿 十七七 ee, a 五 e 土工 oWsh 土 p fund エ n hono ヱ o モ Jean and Ka 七 s 皿典 a Dan, 
the pu 工 pose of wh エ ch 坤 i 土工 be to con 毛上 nue, エ n a 五 o ヱ ma 工 way, 七 he エヱ wo Ⅰ k 
o 五 p ご omo セエ ng eXchan ワ e, 五 e 土工 0wsh エ pl and the h 土 gheSt s せ anda 亡 ds of b 土 o- 
エ 0g エ ca エ Ⅰ esea Ⅰ Ch エ n Japan and the Un エ ted Sta 七 es, We env エ s エ on an annua エ 
eXchange, u エ七 土 ma 七 e エ y o 丘 Seve て a 工 jun エ o ヱ and sen エ 0 こ sc ェ ent エ sts, between 
エ nSt 王 tu セエ 0nS 土 n Japan and the Ma て土 ne B エ o Ⅰ 0 臼エ ca 工も abo Ⅰ a 七 0 Ⅰ y エ n Wo0ds   Ho エ e/ Massachusetts, whlch was in so many ways a secon 己 home for the     Dans. 

H Ⅳ oshl ト ⅠⅤ印仏   
Ikuo@ Yasumasu Your cont ヱ ibutjlons, togetIhe で w 二 th 七 he many ql 五 ts a エ uready made,   雙 u ェ七 e spontaneous 工 y, by Jean's f て ェ ends from her W ェエ son Co エエ eqe days, 
Mlt@ukl YOned 』 a w ェエエ土 n ェ t 二 atGe a fe 土工 owshlp progr ユ皿 and a 工 so serve as the bas 土 fs and the 

examp 工 e upon which we wou エ Cd ralse the caplta エ fund needed to provide 

              丘 。 て a  pe ヱ皿 ヨ me Ⅱ t  p て <Oy ヱ a Ⅲ             エ s  no  doub 七七 hat               エ n  OU 丘 
app Ⅰ oaches 七 o 土 nduStry and gove ヱ Ⅱ 皿 ents w 土工 エ dePend heav エエ y upon 七 he 

エ n 二セ エ a 工ど esponse モて om ou ご sSe エ vves - 七 hose w ね oo hes; 七 n Ⅱ cde Ⅰ sstcand the slgn 上士 エ - 
cance o 五七 he un 己 e 二 tak エ ng   

A 工 most  no  こ equues 七五 or  こ                   of  money  土 s  me 七 w 王仁 h                   
pa ヱ セエ fll エ a Ⅰ 工 y a 七七 hls a エ五七一 consclous t ェ me o 五 yea ヱ土 n 七 he U.S.A   and 
Europe. 俺 te do hope tha 七七 h 土 。 S one w 土工Ⅰ rRc,e 土 @ve a 七工 east you Ⅰ se て土 ous 
cons 土 。 dera セエ on. Loca 工 cha て士 七土 es are a 工 ways 土 mmued 土 ;a ヒ le and urgent/ but 

七 he qua 上上 ty of our own エ土 ves and those o 五 our ch 土工 dren w 土工工 
depend, 土 n the 工 ong run, upon,keep 土 ng a エ土 ve, 土 n these ve て y po 上土 - 

七二 ca 工 and nat 二 ona 王土 s 土 七二 c t 土 mes, the free sp 土 n 土 t o 五 scho 工 arsh 土 p 

and in 七 ernational b 耳 othe て hood that Jean and Katsu 皿 a Dan exempli 五 y. 

We 七 hank you 土 n advance fo 耳 you て suppo ニヒ ， whatevp ど土 ts quant 土ど y 

and qua エ士 ty. 

  

Co て d ェ a 土工 y you て s 五 0 て セ he 
A 皿 er 工 can and Japanese Co 巾皿ェ せ七 ees, 

Pau 工 R 。 Gross 

Dl ど ec 七 o て and P て es 土 den 七   
Mar 土 ne B 土の エ 0g 土 Ca 工 LaboratIo て y 

Woods Ho エ e, MA 02543 

Sh 土 nya 工 noue 

五 0 て七 he C0o 耳 dina 七エ ng Con ℡ 土 七セ ee 
Ma て土 ne B 土 o 工 og 土 ca エ Labora 七 o Ⅰ y 

Woods H0le, MA 02543 

H 土 ko 土 ch 土 Saka 土 
Depa 二七皿 em 七 o 五 B 上 Ophys 土 cs  and 

B 土 Ochem 土 s 七 ry,  Facu エ ty  o 五 Sc 土 enc 色 

Un 土 rVers 十 ty  o 五 Tokyo,  Tokyo  エエ 3. 

Japan 
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7.  日本学術会議第 80 回総会報告 

日本学術会議第 80 回総会は， 10 月 22 日 9 時 40 分から同講堂において 開催された。 今 総会には， 

20 件を超える提案事項があ り，できるだけ 審議に時間をあ てるため，諸報告は 文書だげに よ る こ 

ととし，口頭報告は ，特に追認・ 承認を必要とする 事項に限って 行われた。 続いて第 6 部，食糧 

需給問題特別委員会，栄養・ 食糧科学研究連絡会から 提案された「食糧自給力の 向上について」 

の勧告案が審議された 0 しかし多数の 会員から，このままでは 賛成できないという 発言があ り， 

提案者に よ り大幅に修正されたが ，なおも多くの 会員からの反対があ ったため，さらに 修正を行 

い， 習日 審議することとされた。 続いて発展途上国学術協力問題特別委員会提案の「発展途上国 

からの留学生を 対象とする情報 セ ソタ一の設置について」 ( 勧告 ) が採択された。 午後は，最初 

に 国公立研究機関問題特別委員会から ，第 9 期以来の本会議における 検討をとりまとめて 提案さ 

れた「 国 ・公立試験研究機関の 運営の改善について」 ( 勧告 ) が採択された。 続いて，第 7 部。 

癌研究連絡委員会老化分科会提案の「国立老化・ 老年病センター ( 仮称 ) の設立について」 ( 勧 

告 ) および第 7 部と学術情報生産。 流通問題特別委員会提案の「医学情報センター ( 仮称 ) の設 

立について」 ( 勧告 ) が採択され， lf 時 4.M 介士 口 目の議事を終了した。 

2 日目の 23 日は 10 時開会，第 5 部提案の「日本工学技術機構 ( 仮称 ) の設立について」の 勧告 

案について審議が 行われた。 この提案 は ，総会前日の 21 日，特に連合部会が 開かれ前もって 説明 

がなされていたものであ る。 しかし，多くの 疑問や懸念が 述べられたので 提案者に よ り修正され， 

24 日に改めて審議することとされた。 次に，第 7 部提案の「医学教育会議仮称の 設置について」 

の 勧告案について 審議が行われたが ，この会議の 法律上の性格が 問題にされ，この 点を修正の う 

えさらに翌日審議することとされた。 続いて，第 4 部，地質学研究連絡委員会，地球 ィヒ学 。 宇宙 

化学研究連絡会，南極研究連絡委員会提案の「 損 百科学及び限月による 宇宙科学研究の 振興につ 

いて」 ( 勧告 ), 学術体制委員会提案の「研究者養成の 振興策について」 ( 要望 ), 科学史・科学 

基礎論研究連絡委員会提案の「生産に 関連する科学・ 技術資料の保存・ 管理・利用について」 

( 要望 ), 研究費委員会提案の ( 大学における 経常的研究費の 増額について」 ( 要望 ), 国際学術 

交流委員会提案の「日本学術会議の 国際学術交流に 必要な予算の 増額について」 ( 要望 ) がそれ 

ぞれ審議の上採択された。 続いて，前日に 提案された「食糧自給力の 向上について」勧告の 修正 

案が審議されたが ，なお反対意見が 多く，投票による 採決の結果賛成少数で 可決されるに 至らな 

かった。 続いて海洋学研究連絡委員会，水産学研究連絡会提案の「海洋科学調査について」の 裏 

望 案はなお検討の 必要あ りとして，提案者により 取り下げられた。 2 日目は 18 時に終了した。 

3 日目の 24 日は，最初に 会長から前日の「食糧自給力 め 向上について」の 提案は，総会で 可決 

されなかったが ，本会議はこの 問題の重要性を 否定するものでないので 食糧需給問題特別委員会 

0 名でこれまでにまとめた 見解や資料を 外部に発表することを 了承されたい 旨が述べられ ，承認 

された。 続いて第 7 部，実験動物研究連絡委員会提案の「動物実験ガイドラインの 策定につい 

て」 ( 勧告 ) が採択された。 前日の「日本工学技術機構 ( 仮称 ) の設立について」の 勧告案は ， 
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提案者により「工学技術振興の 方途を早急に 講ずることについて」の 要望案にかえることを 提案 

され，活発な 討論の後，投票により 可決された。 次に前日提案の「医学教育会議 ( 仮称 ) の設置 

について」 ( 勧告 ) の修正案が採択された。 この後，科学者の 地位委員会提案の「覚国人の 国会 

五大学専任教員任用について」 ( 見解 ), 第 7 部，第 3 部，第 5 部提案の「労働衛生の 効果的推 

進について」 ( 要望 ), 国際協力事業特別委員会，環境・ 健康問題特別委員会， 自然保護研究 連 

絡 委員会提案の「環境・ 科学研究の推進について」 ( 申入れ ), 環境・健康問題特別委員会提案 

の 「騒音問題の 重要性を訴える」 ( 声明 ), 原子力平和問題特別委員会提案の「放射性物質を 使 

用する際の心構えについて 科学者・技術者に 訴える」 ( 声明 ), 会長提案の「国際紛争の 平和的 

解決の必要性について」 ( 声明 ) が採択され， 16 時 30 分全議事を終了した。 

本 総会は，提案件数が 多かったが，多くの 会員から活発な 意見が述べられ ，第 11 期最後の総会 

にふさわしいものになった。 

  

  

  

  

なお， 本 総会の出席率は ， 1 日目 85.6%, 2 日目 86.1%, 3 日目 82.3% であ った。 

  日本学術会議広報委員会 

  

8.  事務局移転のお 知らせ 

" 次期会長あ いさ ザ ( 当 サーキ，ラー 1 頁 ) で述べられました よう に来年 1 月 よ り，事務局 

は 東京大学理学部動物学校 室 ( 水野丈夫教授 ) へ 移転致します 0 

9.  事務局より ( 訂正とおわび ) 

ムロ 刑万のサ - キュフ ー - № 36 に下記の誤りがあ "  "  。 りました。 訂正させて頂くとともに "  ，おわび申し 。 上 

げます。 

記 

掲載記事 頁 : 行 誤 正 

①大会に参加して…京中川 徹 5 4 分子生理学 一 分子生物学   生物学 一 

5@ :@25@ Syngenetic Syngeneic 

R  : 33  組 細胞 

②新入会員 高山 洋一 16  :  3  Gere  一 eXpresst0n - Gene  一 eXpressl0n 一 ・ 

16@:@ 3@ Qoganogenesis Organogenesis   

③新入会員 森山 英明 17@:@17@ Penicillium 移グ Ⅰ @  ナヮ @  . C% - タ勿 九 % んひ佛 ぴグ @  ナヵ C りク - 

17  :17  Bf Ⅰ ケア / ぴ s  ちびみナケアぴど 一 Bd ㎡乃ぴ 5  5 ぴみね 肱 $ 
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仙 ． 会 員 異 動 

そ新入会員 茅 ① テ - マ ② 材料 

和 田 圭 司 大阪大， 医 ，附属病院第 2 内科 ①筋の発生，筋に 対する trophic 効果 

② Chick  embryo  の breast  muscll を用い 

@fc@ cell@ culture 

そ 住所変更 茅 

新 日 ｜ 

山本官代子 名犬，アイソト - プ 総合 セ ソタ - 名犬， 理 ， 生 

そ 退会会員 茅 

阿 部 武 見 東京都町田市成瀬 2 一 14 一 1 

田 矢 洋 一 国立 ガソセ ソタ 一 研究所，生物 

丸 山 工 作 干葉大，理学部 
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賛助会員 

日 製産業株式会社 
〒 453 名古屋市中村区 名駅 4 丁目 6 一 18 

( 名古屋ビル 内 ) 
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  賛助会員 

合資会社 木下理化器製作所 
〒 460 名古屋市中区千代田 5 一 22 一 Ⅱ 

  賛助会員 

株式会社 両新名古屋営業所 
〒 462  名古屋市北区 憧旛町 1 一 6 志賀コーポ 101 

  賛助会員 

  ヤマト科学株式会社名古屋営業 
〒 456 名古屋市熱田区被害打毬 

    

        








